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1  委員会活動状況

委員会活動状況  

時 期 活 動 議題・テーマ

５ 月

R 1 .  5 . 2 4 委 員 会

■委員長の選任

■副委員長の選任

■副委員長の順位

６  月

R 1 .  6 . 1 管 内 調 査 ○TANTAN ロングライド開会式 （行催事等委員会調査）

R 1 .  6 . 1 0 正 副 委 員 長 会

■出席要求理事者

■確認事項

■本日の委員会運営

R 1 .  6 . 1 0
委 員 会

( 初 回 )

■出席要求理事者

■確認事項

■所管部局の事務事業概要等の聴取

■今後の委員会運営

R 1 .  6 . 2 4 正 副 委 員 長 会
■定例会中の委員会及び分科会運営

■今後の委員会運営

R 1 .  6 . 2 8

委 員 会 及 び

予算特別委員会

分 科 会

( ６ 定 １ 日 目 )

■報告事項の聴取

（農林水産部）

・京都府豊かな緑を守る条例に基づく「京都府森林利用保

全指針」骨子（案）について

・「京都府農林水産ビジョン（仮称）」の策定について

・家畜診療料金等の見直しについて

・試験研究で開発された主な成果について

・包括外部監査結果に基づく措置状況について

■付託議案及び審査依頼議案（質疑終結まで）

７  月

R １ .  7 . １

委 員 会 及 び

予算特別委員会

分 科 会

( ６ 定 ２ 日 目 )

■付託議案（討論・採決）

■審査依頼議案（適否確認）

■所管事項の質問

■閉会中の継続審査及び調査

■今後の委員会運営
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R 1 .  7 . 2 3 

～

R 1 .  7 . 2 5

管 外 調 査

■所管事項の調査

○株式会社ベジ・アビオ

・植物工場による苗生産及びＩＣＴを活用した高糖度トマト

生産について

・施設視察

○新潟市アグリパーク

・農業活性化に向けた同施設の取組について

・施設視察

○（公財）燕三条地場産業振興センター

・燕三条の地場産業・観光振興の取組について

・施設視察

○三条ものづくり学校

・同校を拠点とした三条ものづくり産業振興の取組につい

て

・施設視察

○富山県庁[於：とやま農業未来カレッジ]

・就農支援の取組について

・現地視察（富山県立中央農業高校）

８  月

R 1 . 8 . 3 管 内 調 査
○鴨川納涼2019オープニングイベント

（行催事等委員会調査）

R 1 .  8 . 2 6 

～

R 1 .  8 . 2 7

管 内 調 査

■所管事項の調査

○京都経済センター

・同センターの運用状況について

・施設視察

○京都府立京都高等技術専門校

・各訓練科における特色ある訓練内容について

・施設視察

○山城広域振興局[於：久御山町役場]

・台風 21 号による被災農家の復旧状況について

・現地視察（久御山町藤和田、八幡市岩田）

○中丹広域振興局[於：中丹広域振興局福知山総合庁舎]

・農村地域防災減災事業について

・現地視察（福知山市東岡町（長谷池））

○丹後・知恵のものづくりパーク

・北部の中小企業振興について

・施設視察

９  月

R 1 . 9 . 3 管 内 調 査
○「京都・くらしの文化×知恵産業展」 オープニングセレモ

ニー （行催事等委員会調査）

R 1 . 9 . 6 管 内 調 査
○令和元年度京都障害者ワークフェア

（行催事等委員会調査）
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R 1 . 9 . 1 0 管 内 調 査
○京都創造者大賞2019 授賞式・記念講演

（行催事等委員会調査）

R 1 . 9 . 2 0      管 内 調 査
○KYOTO ＣＭＥＸ 2019 レセプション

（行催事等委員会調査）

R 1 . 9 . 2 1      管 内 調 査
○令和元年度ふるさと海づくり大会 式典

（行催事等委員会調査）

R 1 .  9 . 2 4 正 副 委 員 長 会

■定例会中の委員会及び分科会運営

■委員会中に緊急速報メールが鳴った場合の対応

■今後の委員会運営

R 1 .  9 . 2 6

委 員 会 及 び

予算特別委員会

分 科 会

( ９ 定 １ 日 目 )

■委員会中に緊急速報メールが鳴った場合の対応

■報告事項の聴取

（商工労働観光部）

・南田辺西地区（けいはんな学研都市）における環境事前

調査の結果について

（商工労働観光部・農林水産部）

・関西広域連合第４期広域計画（中間案）について

（農林水産部）

・「京都府農林水産ビジョン（仮称）」中間案について

・漁業法の改正に伴う関係条例の一部改正について

■付託議案及び審査依頼議案（質疑終結まで）

R 1 .  9 . 2 7

委 員 会 及 び

予算特別委員会

分 科 会

( ９ 定 ２ 日 目 )

■付託議案（討論・採決）

■審査依頼議案（適否確認）

■所管事項の質問

■閉会中の継続審査及び調査

■今後の委員会運営

10  月

R 1 . 1 0 . 3 管 内 調 査
○京都スマートシティエキスポ 2019 オープニングセレモニー

（行催事等委員会調査）

11  月

R 1 . 1 1 . 9      管 内 調 査
○京都ものづくりフェア2019表彰式典

（行催事等委員会調査）

R 1 . 1 1 . 9 管 内 調 査
○第 72 回関西茶業振興大会京都府大会式典

  （行催事等委員会調査）

R 1 . 1 1 . 1 2

～

R 1 . 1 1 . 1 3

管 外 調 査

■所管事項の調査

○直島町役場

・地域資源を活用した観光振興について

・現地視察（家プロジェクト）

○児島商工会議所

・地場産業を核とした「児島ジーンズストリート」による商店

街賑わい再生について

・現地視察（児島ジーンズストリート）
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○高松丸亀町商店街振興組合

・商店街活性化事業について

・現地視察（高松丸亀町商店街）

R 1 . 1 1 . 2 5 正 副 委 員 長 会 ■本日の委員会運営

R 1 . 1 1 . 2 5
委 員 会

（ 閉 会 中 ）

■所管事項の調査

・「農山漁村地域を支える関係人口の増加の取組につい

て」

参考人：株式会社ツナグム

代表取締役 田村 篤史 氏

毛原の棚田ワンダービレッジプロジェクト

代表 水口 一也 氏

R 1 . 1 1 . 3 0      管 内 調 査
○京都府農林水産フェスティバル2019 表彰式典

（行催事等委員会調査）

12  月

R 1 . 1 2 . 1 1 正 副 委 員 長 会
■定例会中の委員会運営

■今後の委員会運営

R 1 . 1 2 . 1 2
委 員 会

( １ ２ 定 １ 日 目 )

■報告事項の聴取

（商工労働観光部・農林水産部）

・京都府地域創生戦略の改定について

（農林水産部）

・「京都府農林水産ビジョン」最終案について

■付託議案（質疑終結まで）

R 1 . 1 2 . 1 3
委 員 会

( １ ２ 定 ２ 日 目 )

■付託議案（討論・採決）

■所管事項の質問

■閉会中の継続審査及び調査

■今後の委員会運営

R 1 . 1 2 . 1 9 管 内 調 査
○京都若手農林漁業者大交流会2019

（行催事等委員会調査）

１ 月

R 2 .  1 . 1 6 正 副 委 員 長 会 ■本日の委員会運営

R 2 .  1 . 1 6
委 員 会

（ 閉 会 中 ）

■所管事項の調査

・「京都農業を牽引する若手農業者の取組について」

参考人：農家（丹後農業実践型学舎 ２期生）

樋野 一平 氏

ロックファーム京都株式会社

代表取締役 村田 翔一 氏

R 2 . 1 . 2 2 管 内 調 査
○瓶入り宇治茶ドリンク「玉兎」試飲発表会

（行催事等委員会調査）
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２  月

R 2 .  2 . 1 管 内 調 査
○第17回障害者技能競技大会（アビリンピック）京都大会

開会式 （行催事等委員会調査）

R 2 .  2 . 5 出 前 議 会
○京都府立丹波自然運動公園 京都トレーニングセンター

・有害鳥獣対策について

R 2 . 2 . 1 3 管 内 調 査
○「京都ビジネス交流フェア2020」オープニングセレモニー

（行催事等委員会調査）

R 2 .  2 . 1 3 正 副 委 員 長 会 ■分科会運営

R 2 .  2 . 1 3

予算特別委員会

分 科 会
（２定先行審議①）

■審査依頼議案（質疑終結まで）

■審査依頼議案（適否確認）

R 2 .  2 . 2 0

予算特別委員会

分 科 会
（２定先行審議②）

■審査依頼議案（適否確認）

３  月

R 2 .  3 . 4 正 副 委 員 長 会
■委員会及び分科会運営

■今後の委員会運営

R 2 .  3 . 4

委 員 会 及 び

予算特別委員会

分 科 会

( ２ 定 １ 日 目 )

■報告事項の聴取

（商工労働観光部・農林水産部）

・新型コロナウイルス感染症に係る京都府の対応状況

（農林水産部）

・日米貿易協定による京都府農林水産業への影響につい

て

■付託議案及び審査依頼議案（質疑終結まで）

■審査依頼議案（適否確認）

R 2 .  3 . 1 6
委 員 会

( ２ 定 ２ 日 目 )

■報告事項の聴取

（商工労働観光部・農林水産部）

・京都府地域創生戦略（最終案）について

・「関西広域連合第４期広域計画（案）」について

（農林水産部）

・京都府豊かな森を育てる府民税について

■付託議案（討論・採決）

■付託請願の審査

■所管事項の質問

■閉会中の継続審査及び調査

■今後の委員会運営

R 2 .  3 . 1 9 正 副 委 員 長 会 ■分科会運営
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R 2 .  3 . 1 9

予算特別委員会

分 科 会
（２定追加補正）

■審査依頼議案（説明聴取・質疑・適否確認）

４  月

R 2 .  4 . 2 2
委 員 会

（ 閉 会 中 ）
※新型コロナ感染症の影響で中止

R 2 .  4 . 2 7 正 副 委 員 長 会 ■本日の委員会及び分科会運営

R 2 .  4 . 2 7

委 員 会 及 び

予算特別委員会

分 科 会

（ ４ 臨 ）

■報告事項の聴取

（商工労働観光部・農林水産部）

・新型コロナウイルス感染症に係る京都府の対応状況につ

いて

■審査依頼議案（説明聴取・質疑・適否確認）

５  月

R 2 .  5 . 2 2 正 副 委 員 長 会 ■本日の委員会及び分科会運営

R 2 .  5 . 2 5

委 員 会 及 び

予算特別委員会

分 科 会

（ ５ 臨 ）

■所管事項の質問（新型コロナウイルス感染症に関すること

に限る）

■審査依頼議案（説明聴取・質疑・適否確認）
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2  調査に係る常任委員会の審議等の状況

2 調査に係る常任委員会の審議等の状況

(1) 概 要

本委員会は、商工労働観光部及び農林水産部の所管並びにそれに関連する事項を所

管している。主な所管事項は次表のとおりである。

主な所管事項

○中小企業振興等産業、労働、雇用、観光、計量

○農業、林業、水産業、農山漁村地域振興、農林水産物流通、森林保全・共生

京都府議会の各常任委員会では、年４回の定例会において、条例案などの審査を行

うほか、議会の閉会中に委員会を毎月開催して、府政の重要課題について、テーマを

設けて集中的に審議したり、京都府内や他府県に赴いて調査を実施している。

今期の農商工労働常任委員会の閉会中の調査活動では、参考人制度を積極的に活用

して、専門的知見を有する方の意見を聴取し、テーマに関する議論を掘り下げた。

また、府民の皆様のさまざまな意見や思いを、府政の推進に活かすために、出前議

会を開催し、有害鳥獣対策に取り組まれている方々から、取組状況や課題等を聴取し、

意見交換を行った。

管内調査では、京都府の施策が実施されている現場等を訪問し、府の事業担当者や

事業関係者の説明を聴取するとともに、現地視察を行った。

管外調査では、先進事例や京都府と共通する課題に対して、他の自治体や関係団体

がどのような取組を実施しているのか、もしくはどのように対応しようとしているの

かを調査した。
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2  調査に係る常任委員会の審議等の状況

■開催概要

本府においては、過疎・高齢化が急速に進む農山漁村における地域活動・コミュ

ニティの維持を図るため、地域の再生や移住施策を推進してきたところである。

そのような中、地域社会の様々な課題を解決し、地域活動を活性化するため、こ

れまでの施策に加え、新たに、都市住民や企業等が農山漁村地域と関わる機会を創

出し、「参加型住民」ともいえる地域のファンづくり、いわゆる「関係人口」を増

加させる取組を進めていくこととしている。

今回の委員会では、農山漁村地域を支える関係人口の増加の取組について参考人

から聴取し、意見交換を行う。

■参考人

株式会社ツナグム 代表取締役 田村 篤史 氏

毛原の棚田ワンダービレッジプロジェクト 代表 水口 一也 氏

■進行

１ 参考人から説明聴取

２ 上記を踏まえて、質疑・意見交換

■出席理事者

【農林水産部】技監、理事（経営支援・担い手育成課長事務取扱）、農政課         

長、農政課参事、農村振興課長、農村振興課地域活性化担当課長

(2) 重要課題調査のための委員会

① 農山漁村地域を支える関係人口の増加の取組について

                                                (令和元年11月25日（月)開催)
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【田村参考人説明概要】   （本文中の図表は参考人作成資料より引用）

◆主な相談受付内容

・人口減少

・人材不足

・起業家不足

・空き家、空き店舗の活用

・町家の活用
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◆主な事業

中小企業の採用支援として、京

都移住計画を活用した求人サイ

トを開設

堀川中立売の町屋をシェアオ

フィスとして運用している。

京都・西陣ワークプレイス

「385PLACE」で、コワーキン

グスペース及びシェアオフィ

スを運営している。
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京都府の京都移住コンシェル

ジュ事業に取り組んでいる。

地方に目を向けるようなキャ

リアの流れをつくる「ミツカル」

という事業を、いろいろな自治

体と共同で取り組んでいる。

いろいろな方とともに場をつ

くっていくという事業を、神奈川

県の会社と提携し、事業を展開し

ている。
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◆「関係人口」という言葉の背景にあるもの

   〇居場所（心理的安全性）

     地域に馴染めるか、家族の考え、子育て環境

   〇家（住まい）

   空き家がない、家賃が高い、賃貸が少ない

    〇仕事（収入面）

     仕事があるか、魅力的な仕事か、収入減

首都圏からの移住のハードル

は、想像以上に高い

０→100 ではなく、継続的に地域と関わり続けていく

多様な働き方を認める社会的な流れ

リモートワーク、コワーキングスペ

ース、在宅勤務、シェアオフィス、

ワーケーション、サテライトオフィ

ス 副業・兼業、復業
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認定ＮＰＯ法人 ふるさと回帰支援センターの調査によると、移住相談数は年々増加して

おり、中でも、20代～40 代の割合が年々増加している。
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関係係人口の取組の事例紹介

◆関係深化型（ゆかり型）

その地域にルーツがある者等を

対象に、関係人口を募る仕組みを

設け、地域と継続的なつながりを

持つ機会を提供する取組

◆関係創出型

これから地域との関わりを持と

うとする者を対象に、地域と継続

的なつながりを持つ機会・きっか

けを提供し、地域の課題やニーズ

と、関係人口となる者の想いやス

キル・知見等をマッチングするた

めの中間支援機能を形成する取組
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◆裾野拡大型

都市部等に所在するＮＰＯ・大学

のゼミなどと連携し、都市住民等の

地域への関心を高めるための取組

◆裾野拡大（外国人）型

地域住民や地域団体等と連携し、

外国人との交流を促進し地域（地域

住民や地場産業）との継続的なつな

がりを創出するための取組
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「ADDress（アドレス）」という、月額４万円で全国に登録された空き家に住み放題という

サービスがあり、「多拠点」、「多住」という概念を持つ人たちが一定出てきている。

最近では、企業してフリーランスの人が地域に入っていくようなサービス等が出てきてい

るので、それを利用する人も今後増えていくと考えられる。
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今後の課題及び可能性について

東京一極集中は加速しており、東京に転出してしまってからのアプローチでは遅い。

そこで、以下の施策が考えられる。

①コミュニケーションの重視

京都府内の大学生や社会人

が府外に転出する前のコミュ

ニケーションを重視

②既存の取組の活用及び発信

府内各市町村が既に素敵            

な取組を地域でされており、

それらを発信することで、「そ

の地域に関係してみたい」と

いう人が増えてくるのではな

いか。

新しいことをどんどん増や

していくというよりも、今あ

るものをどうしていくかが重要である。

③１村１デザイナー運動

既に活かすべき資源や企

画や商品があるにも関わら

ず、デザインや発信の仕方が

原因で、多くの人々に知られ

ていないことがある。

デザイナーや情報発信を

得意とする人材に関わって

もらうことや、そういった人

材を育成していく必要があ

る。
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④ワークスペースとしての  

活用

府内各地で、遊休不動産

の活用アイデアとして、シ

ェアオフィスやコワーキン

グスペースが増えているが、

働く場所を用意するだけで

なく、仕事もセットで用意

することが今、求められて

いる。

⑤ソフト連動型のハード作り

施主とともに、その場所を

つくるというところからイ

ベント化してワークショッ

プを開くことにより、地域の

人が他人事ではなく、「自分

たちの場所だ」という認識を

持ってもらえるような建物

の作り方や整備の仕方もあ

ると考える。

こういったところに府内

産木材を使えたりするのも

面白いと思っている。
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⑥関係人口に寄与する関係案内所

のような存在

進学等で地元を離れる人が多い

中、その地域に「関係案内所」のよ

うなところがあれば、将来地元にＵ

ターンしようと思う人が増えたり、

府外から来た人には、その地域の魅

力的な暮らしを知ってもらえたり

と、いろいろな関わりが生まれるの

ではないか。
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「関係人口をどうするか」

の前に、「どういう地域にし

ていくのか」というビジョン

が最も重要である。それはつ

まり、「どんな風土を作って

いきたいか」ということであ

る。
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【水口参考人説明概要】   （本文中の図表は参考人作成資料より引用）
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  ◆これまでの主な取組

〇昭和 26年

当時は 126名が地域に暮らしていたが、徐々に人口が減少してきたことを受け、平成

２年に地域で「集落話し合い運動」を始め、地域外の住民を受け入れることにした。

〇平成９年

行政や地域活性化団体等と連携し、棚田の農業体験ツアーや棚田のオーナー制度を開

始した。

〇平成 22年

どぶろくの製造やブルーベリーガーデン、農家民宿を開始したが、それでも加速する

人口減少を解決するため、平成 27 年に「毛原のワンダービレッジプロジェクト」を設

立した。

〇平成 30年

「都市部農村交流会」では、ブルーベリー栽培やジャム作りの講習会を開催するとと  

もに、「縁側喫茶」では、民家の縁側を開放し、訪れた人に対し、地域の年配者から、    

地域に伝わるさまざまな話をしていただいている。
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◆平成 27年以降の特徴的な取組

①「毛原住民憲章」の制定

「1000 年続くまちづくりを目  

指す」など、住民憲章を作成

②「毛原村民証」の発行

  地域を訪れる方たちに特典付   

きの村民証をお渡ししており、

現在、100枚程度を発行

③貨幣通貨の発行

ボランティアに来ていただ

いた方たちを対象に、再訪機会

を投げかけるツールとして活

用

④民話集の製作

高齢化に伴い、地域に伝わる

民話が途絶えてしまうという

危機感から、民話集を製作

                                

⑤30年前の人気商品「黒豆の

粕漬け」の復活

平成 30 年に、福知山市が認

定する「ふくちやまのエエもん」

に選定
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◆目標は「共助の推進村」

大事なのは、これまでの歩みを止めないこと。一度歩みを止めると、再スタートが困難。
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◆毛原版ダーチャ（※）（菜園付き週末別荘）

  都会で働いている人に、週末に毛原を訪れてもらい、自然に触れ、村民と語り合い、

畑でとれた作物で自給自足の週末の田舎暮らしを体験していただくもの。

※ 「ダーチャ」：ロシア語で、菜園付きセカンドハウスのことをいう。

◆毛原放送局構想

毛原放送局で、人と

自然が織りなす地域の

伝統文化や地域の特産

物を紹介する動画を配

信し、ダーチャにつな

げ、将来的には移住・

定住につなげていきた

い。
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2  調査に係る常任委員会の審議等の状況

■開催概要

  農業従事者や高齢化が進む中、地域農業を牽引する担い手の育成は喫緊の課題で

ある。

  そのような中、本府においては、就農希望者に対する相談から農作業体験、イン

ターンシップ、就農・就業への誘導、段階に応じた技術や経営の研修、さらに農業

機器や施設の導入支援を一体的に実施するとともに、農業法人や集落営農組織など

に対しても、規模拡大や雇用促進による経営基盤の強化を図るなど、地域農業をリ

ードする担い手対策に取り組んでいるところである。

  今回の委員会では、府北部、南部それぞれの地域で奮闘し、次代の京都農業を牽

引する若手農業者から、取組や課題等について聴取し、意見交換を行う。

■参考人

■出席理事者

【農林水産部】副部長、理事（経営支援・担い手育成課長事務取扱）、農政課長、

       農政課参事、経営支援・担い手育成課人材育成担当課長

農家（丹後農業実践型学舎２期生） 樋野 一平 氏

ロックファーム京都株式会社 代表取締役 村田 翔一 氏

(2) 重要課題調査のための委員会

②京都農業を牽引する若手農業者の取組について

                                         (令和２年１月16日（木)開催)

■進行

１ 参考人から意見聴取

２ 上記を踏まえて、質疑・意見交換
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【樋野一平参考人説明概要】  （本文中の図表は参考人作成資料より引用）

卒舎後、丹後国営開発農地で就農

できることや、給付金を活用するこ

とができる等の理由から、平成26

年に京都丹後農業実践型学舎の２

期生として入舎した。

  卒舎後、京丹後市で就農し、

現在４年目で、個人でキャベツ

や長ダイコン、大カブ等を栽培

し、出荷している。




